
豊かな実りへ願いを込めて
東北コットン、３年目の種まきです

若
葉
が
目
に
ま
ぶ
し
く
初
夏
が
感
じ
ら
れ

る
５
月
、東
北
コ
ッ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
種

ま
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。今
年
は
栽
培
場
所
が

増
え
、
仙
台
市
荒
浜
、
名
取
市
、
東
松
島
市
の

３
カ
所
で
綿
を
育
て
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

参
加
企
業
も
70
団
体
以
上
と
な
り
、さ
ま
ざ
ま

な
分
野
か
ら
の
協
力
を
得
な
が
ら
栽
培
の
工

夫
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
栽
培
面
積
を
拡
張
し
た
も
の
の
、
綿
が

負
け
て
し
ま
う
ほ
ど
の
雑
草
に
悩
ま
さ
れ
た
荒

浜
地
区
で
は
、
確
実
に
管
理
で
き
る
規
模
の
作

付
け
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
農
業
再
生
を
試

み
る
農
業
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
『
荒
浜

ア
グ
リ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
』
で
は
、
綿
の
ほ
か
に

も
米
、
大
豆
、
野
菜
の
生
産
を
開
始
。
震
災
後

す
ぐ
に
綿
栽
培
を
始
め
た
こ
と
が
、
農
業
再
建

へ
の
道
す
じ
に
つ
な
が
っ
た
、と
い
い
ま
す
。３

年
ぶ
り
に
田
植
え
が
出
来
た
こ
と
に
、
農
家
の

み
な
さ
ん
の
感
激
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

種
ま
き
に
は
、
今
年
も
大
勢
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ

2011年に始まった東北コットンプロジェクト
は綿の栽培、紡績、商品化、販売を参加各社が
共同で展開し、農業を通じて東日本大震災の復
興を目指すプロジェクトです。被災地の農業法
人、アパレル関連企業や団体などが集結し、種
まきから草取り、収穫へと試行錯誤しながら綿
を栽培しています。そして、各社が東北への思
いを込めてさまざまな商品を展開していきます。

東北コットンプロジェクトとは

www.tohokucotton.com

グ
ル
ー
プ
か
ら
も
荒
浜
に
5
名
、
東
松
島
に
15

名
が
参
加
。
晴
れ
渡
る
空
の
下
、
一
緒
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。
広
い
畑
に
一
列
に
並
ん
で
、
ロ

ー
プ
に
つ
け
た
印
の
位
置
に
発
芽
し
た
苗
や

種
を
植
え
、
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

一
粒
ず
つ
、
一
歩
ず
つ
。
震
災
か
ら
の
復
興
に

向
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
少
し
ず
つ
前
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。

誕生！

JAL
オリジナル商品も

津波被害を受けた農地に綿を植え、

生産者・協力企業が一体となって復興をめざす

「東北コットンプロジェクト」。

参加メンバーも増え、より本格的な取組みとなってきました。

たくさんの綿が実りますように̶

思いを込めながらみんなで種をまき、

いよいよ3年目のスタートです。
文／宮川真紀    撮影／中野幸英

www.jal .co. jp/jmb/cotton/

プロジェクト参加企業と共同で JAL オリジナル「東北コットン・ポケットチーフ」、
「東北コットン ベビーグッズ詰め合わせ」を企画し商品化しました。
お手持ちの JAL のマイルと交換可能です。詳しくはウェブサイトをご覧ください。

私たちが取り組むCSR活動に関する詳細は、こちらでもご覧いただけます。  www.jal .com/ja/csr

空へ明日明日のの
JAL 
CSR REPORT

vol.04
より良い社会を
繫げるために、
私たちができること。

私たちが大切に考える4つの分野 日本と世界を結ぶ 安全・安心 次世代育成 環境
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